
 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１７号      

 

 予察結果の概況と対応  

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１７号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和３年２月９日～２月１６日 

２９圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、キャベツ、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

ほうれんそう べと病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

ランマンフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 4回以内

ジマンダイセン水和剤 400～600倍 収穫3日前まで 5回以内

100～300L
/10a

たまねぎ べと病 少 並



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１６号      

 

 予察結果の概況と対応  

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１６号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和３年１月１２日～1 月２０日 

３５圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、キャベツ、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

小松菜 白さび病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

ブロッコリー べと病 多 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

キャベツ 菌核病 少 並 ロブラール水和剤 1000倍 収穫7日前まで 4回以内

たまねぎ べと病 中 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 4回以内

100～300L
/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１４号      

 

 予察結果の概況と対応  

※キャベツでＺボルドーを使用する際は、葉焼け等が懸念されるため使用は結球初期までにとどめましょう。 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１４号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年１１月１１日 

３２圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、キャベツ、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

キスジノミハムシ 少 並

アブラムシ類 少 並

にら 白斑葉枯病 多 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫14日前まで 2回以内

シロイチモジヨトウ 少 並 コテツフロアブル 2000倍 収穫前日まで 2回以内

黒腐病 少 並 Ｚボルドー※ 500倍 ― ―

ブロッコリー べと病 少 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

ハスモンヨトウ 中 並 マッチ乳剤 3000倍 収穫7日前まで 2回以内

アブラムシ類 少 並 トレボン乳剤 1000倍 収穫7日前まで 3回以内

収穫7日前まで 1回モスピラン顆粒水和剤（劇）

100～300L
/10a

水菜

キャベツ

じゃがいも

4000倍



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１３号      

 

 予察結果の概況と対応  

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１３号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年１０月１４日 

３０圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、キャベツ、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 少 並 2000倍

水菜 アブラムシ類 中 増 3000倍

ほうれんそう ハスモンヨトウ 少 増 アファーム乳剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

にら さび病 少 並 トリフミン水和剤 2000倍 収穫14日前まで 3回以内

レタス シロイチモジヨトウ 少 増 ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期、但し
収穫前日まで

ー

ブロッコリー アブラムシ類 中 増 スタークル顆粒水溶剤 2000～3000倍 収穫3日前まで 2回以内

収穫3日前まで 2回以内スタークル顆粒水溶剤

100～300L
/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１１号      

 

 予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１１号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年９月９日 

１９圃場（葉物野菜、なす、ねぎ、にら、キャベツ、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

コナガ 少 増 プレバソンフロアブル5 2000倍 収穫前日まで 2回以内

キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

にら アザミウマ類 少 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫前日まで 3回以内

アブラムシ類 中 並 ランネート45ＤＦ（劇） 1000～2000倍 収穫14日前まで 3回以内

ハスモンヨトウ 少 増 グレーシア乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 2回以内

ハスモンヨトウ 中 増

コナガ 中 増

ハダニ類 少 並 ニッソラン水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

コナジラミ類 多 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000倍 収穫前日まで 3回以内

2回以内

なす

小松菜・水菜

2000～3000倍 収穫7日前までブロッコリー

キャベツ 100～
300L/10a

グレーシア乳剤



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１０号      

 

 予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１０号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年８月２６日 

２０圃場（葉物野菜、なす、ねぎ、にら、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

コナジラミ類 中 並 サンクリスタル乳剤
150～

500Ｌ/10a
300倍 収穫前日まで -

キスジノミハムシ 少 並 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内

コナガ 少 増 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内

シロイチモジヨトウ 少 増 ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期但し、
収穫前日まで

-

ねぎ アザミウマ類 多 並 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫3日前まで 3回以内

にら アザミウマ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 10000倍 収穫前日まで 3回以内

コナジラミ類 中 並 トレボン乳剤 1000倍 収穫前日まで 3回以内

ハダニ類 中 並 コテツフロアブル（劇） 2000倍 収穫前日まで 4回以内

アブラムシ類 中 並 トレボン乳剤

コナジラミ類 多 並 トレボン乳剤

カメムシ類 少 並 カスケード乳剤 4000倍 収穫前日まで 2回以内

べと病 中 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫前日まで 3回以内

3回以内

100～
300L/10a

小松菜

えだまめ

小松菜・水菜

1000倍 収穫前日まで

なす

きゅうり



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第９号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

※ジノテフランを含む農薬（スタークル粒剤、スタークル顆粒水溶剤等）の総使用回数は3回以内（播種時の土壌混和は1回以内、

散布は2回以内） 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第９号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年８月１２日 

２４圃場（葉物野菜、トマト、なす、ねぎ、にら、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 中 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

ヨトウムシ 少 並 ゼンターリ顆粒水和剤 1000～2000倍
発生初期但し、
収穫前日まで

-

ホウレンソウケナ
ガコナダニ

少 並 カスケード乳剤 4000倍 収穫3日前まで 3回以内

ねぎ アザミウマ類 中 並

にら アザミウマ類 中 並

アブラムシ類 少 並 サンクリスタル乳剤
150～

500Ｌ/10a
300倍 収穫前日まで ‐

ハダニ類 少 増 コロマイト乳剤 300Ｌ/10a 1500倍 収穫前日まで 1回

なす コナジラミ類 甚 増 スタークル顆粒水溶剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

えだまめ カメムシ類 中 増 ランネート45ＤＦ（劇） 100０～2000倍 収穫7日前まで 3回以内

100～
300L/10a

収前前日まで 2回以内

100～
300L/10a

ほうれんそう

モロヘイヤ

ディアナＳＣ 2500～5000倍



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第８号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第８号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年７月２２日 

２４圃場（軟弱、トマト、なす、ねぎ、にら、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 中 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫7日前まで 1回

アザミウマ類 中 増 グレーシア乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 2回以内

さび病 中 並

べと病 多 並

モロヘイヤ アザミウマ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫3日前まで 3回以内

灰色かび病 中 並

うどんこ病 少 並

アザミウマ類 中 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000倍 収穫前日まで 3回以内

なす コナジラミ類 中 並 トレボン乳剤 1000倍 収穫前日まで 3回以内

カメムシ類 中 増 アグロスリン乳剤（劇） 2000倍 収穫7日前まで 3回以内

アザミウマ類 中 増 ディアナＳＣ 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

1000倍 収穫前日まで 4回以内

えだまめ

アミスター20フロアブル 2000倍 収穫3日前まで 4回以内
ねぎ

トマト

100～
300L/10a

ダコニール1000



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第７号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第７号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年７月８日 

２８圃場（軟弱、トマト、なす、ねぎ、にら、スイートコーンなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵庫六甲

神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 多 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

アザミウマ類 少 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

さび病 中 並

べと病 少 並

ハダニ類 少 並 コロマイト乳剤 300Ｌ/10a 1500倍 収穫前日まで 1回

アザミウマ類 中 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

トマト・ミニトマト コナジラミ類 中 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000倍 収穫前日まで 3回以内

ミニトマト うどんこ病 多 並 ダコニール1000 1000倍 収穫前日まで 2回以内

アザミウマ類 少 増 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

コナジラミ類 少 並 2000倍 収穫前日まで 3回以内

アザミウマ類 中 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

うどんこ病 多 並 アミスター20フロアブル 1500～2000倍 収穫前日まで 4回以内

カメムシ類 中 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 3回以内

ハダニ類 多 並 コテツフロアブル（劇） 2000倍 収穫前日まで 2回以内

カメムシ類 多 増 トレボン乳剤 1000倍 収穫14日前まで 2回以内

アザミウマ類 中 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫7日前まで 3回以内

ハダニ類 中 並 マラソン乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 3回以内

えだまめ

アミスター20フロアブル 2000倍 収穫3日前まで 4回以内

100～
300L/10a

モスピラン顆粒水溶剤（劇）

ねぎ

なす

きゅうり

とうもろこし
（スイートコーン）

モロヘイヤ

100～
300L/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第６号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第６号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年６月２４日 

３１圃場（軟弱、トマト、なす、ねぎ、にら、スイートコーンなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 多 並 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内

小松菜 アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫１４日前まで 2回以内

ほうれんそう
ホウレンソウ
ケナガコナダニ

少 並 アファーム乳剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

ねぎ アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫3日前まで 3回以内

にら アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 10000倍 収穫前日まで 3回以内

モロヘイヤ アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫3日前まで 3回以内

トマト コナジラミ類 少 増 トレボン乳剤 1000倍 収穫前日まで 2回以内

ミニトマト うどんこ病 少 並 アフェットフロアブル 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

なす アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

とうもろこし
（スイートコーン）

カメムシ類 中 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 3回以内

枝豆 ハダニ類 甚 増 ダニトロンフロアブル
150～
300L/10a

1000～2000倍 収穫7日前まで 1回

100～
300L/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第５号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第５号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年６月１０日 

３２圃場（軟弱、トマト、きゅうり、ねぎ、にら、スイートコーンなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、JA 兵

庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

アザミウマ類 多 並 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

アブラムシ類 少 並

水菜 キスジノミハムシ 甚 増

ホウレンソウ
ケナガコナダニ

多 並 カスケード乳剤 4000倍 収穫3日前まで 3回以内

アブラムシ類 少 並 スタークル顆粒水溶剤 3000倍 収穫3日前まで 2回以内

アザミウマ類 中 並 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫前日まで 2回以内

ねぎ アザミウマ類 甚 増 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

モロヘイヤ アザミウマ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫3日前まで 3回以内

トマト コナジラミ類 少 増 カスケード乳剤 4000倍 収穫前日まで 4回以内

アブラムシ類 多 並 2000～3000倍

アザミウマ類 甚 増 2000倍

なす アザミウマ類 甚 増 グレーシア乳剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

とうもろこし
（スイートコーン）

カメムシ類 中 増 スミチオン乳剤 1000倍 収穫7日前まで 4回以内

枝豆 カメムシ類 多 増 アクタラ顆粒水溶剤 3000倍 収穫7日前まで 2回以内

収穫前日まで 2回以内きゅうり

100～
300L/10a

ほうれんそう

モスピラン顆粒水溶剤（劇）

スタークル顆粒水溶剤

小松菜

4000倍 収穫7日前まで 1回



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第４号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第４号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

発行   

令和２年５月２０日（水）～６月１日（月） 

３５圃場（軟弱、レタス、トマト、きゅうり、ねぎ、スイートコーンなど） 

神戸農業改良普及センター、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 甚 増

水菜 コナガ 多 増

ほうれんそう
ホウレンソウ
ケナガコナダニ

多 増 カスケード乳剤 4000倍 収穫3日前まで 3回以内

アザミウマ類 中 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000倍 収穫7日前まで 3回以内

さび病 少 並 ジマンダイセン水和剤 600倍 収穫14日前まで 3回以内

にら アザミウマ類 少 増 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

トマト コナジラミ類 少 増 スタークル顆粒水溶剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

きゅうり ハダニ類 中 並 コテツフロアブル（劇） 2000倍 収穫前日まで 3回以内

なす アザミウマ類 甚 増 アドマイヤーフロアブル（劇） 4000倍 収穫前日まで 2回以内

とうもろこし
（スイートコーン）

アブラムシ類 少 増 アディオン乳剤 3000倍 収穫14日前まで 4回以内

3回以内アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで

ねぎ

100～
300L/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第３号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応  

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第３号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

発行 

令和２年５月８日（水）～５月１５日（金） 

３２圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、たまねぎ、にら、など） 

神戸農業改良普及センター、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

アブラムシ類 少 並

キスジノミハムシ 少 並

ほうれんそう
ホウレンソウ
ケナガコナダニ

中 並 エルサン乳剤 1000～2000倍 収穫21日前 1回

アザミウマ類 多 増 パダンＳＧ水溶剤（劇） 1500倍 収穫前日まで 3回以内

べと病 多 並

灰色かび病 多 並

ねぎ アブラムシ類 少 並 アグロスリン乳剤（劇） 2000倍 収穫7日前まで 5回以内

にら アザミウマ類 少 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫前日まで 3回以内

なす アザミウマ類 中 増 アファーム乳剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

とうもろこし 少 収穫14日前まで

ヤングコーン - 収穫３日前まで
アブラムシ類 増 アドマイヤーフロアブル（劇）

100～
300L/10a

4000倍 2回以内

4回以内

1回

アミスター20フロアブル

小松菜・水菜 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫7日前まで

たまねぎ
2000倍 収穫前日まで



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第２号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

※マンセブを含む農薬（ジマンダイセン水和剤、リドミルゴールドMZ等）の総使用回数は３回以内です。 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第２号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

発行 

令和２年４月１５日（水）～４月２４日（金） 

３５圃場（軟弱、レタス、トマト、たまねぎ、にら、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜 キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫３日前まで 2回以内

ホウレンソウ
ケナガコナダニ

中 並 カスケード乳剤 4000倍 収穫3日前まで 3回以内

べと病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

アザミウマ類 少 並 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

べと病 少 並

灰色かび病 中 並

ねぎ アザミウマ類 多 増 グレーシア乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 2回以内

にら アザミウマ類 少 増 スピノエース顆粒水和剤 10000倍 収穫前日まで 3回以内

ダニトロンフロアブル 1000～2000倍 収穫前日まで 1回

粘着くん液剤 100倍 収穫前日まで －

150～
300L/10a

100～
300L/10a

400～600倍 収穫3日前まで 5回以内

ほうれんそう

いちご ハダニ類 甚 増

たまねぎ
ジマンダイセン水和剤



 

野菜病害虫発生予察情報 令和２年度 第１号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和２年度 第１号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年４月８日（水） 

３５圃場（軟弱、レタス、トマト、たまねぎ、にら、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

キスジノミハムシ 少 並 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内

コナガ 少 並 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで 2回以内

ホウレンソウ
ケナガコナダニ

多 増 アファーム乳剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

べと病 少 増 ランマンフロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

レタス 菌核病 少 並 ロブラール水和剤 1000倍 収穫14日前まで 3回以内

べと病 少 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫前日まで 4回以内

アザミウマ類 少 並 パダンSG水溶剤（劇） 1500倍 収穫前日まで 3回以内

アブラムシ類 少 並

アザミウマ類 多 増

アブラムシ類 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

白斑葉枯病 少 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫14日前まで 2回以内

ニッソラン水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

粘着くん液剤
150～

300L/10a
100倍 収穫前日まで －

アグロスリン乳剤（劇）

いちご ハダニ類 甚 増

ほうれんそう

小松菜・水菜

にら

ねぎ

たまねぎ

2000倍 収穫7日前まで 5回以内

100～
300L/10a


